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（参考1）当部の主な業務等

【社会的価値創造推進部の主な業務】

⚫ 現中期経営計画（2023～2025年度）で経営の柱の一つに据えた「社会的価値の創造」に向けて、
社内全体の取組みを企画・推進

①事業企画

✓ 社会課題を切り口とした、コーポレートとしての新規事業・施策の企画・開発、投資・出資 等

②社内推進

✓ 社会的価値創造に関するSMBCグループ全体の業務推進・管理・評価、社員の意識醸成 等

③社会貢献活動・金融経済教育

✓ こどもの居場所拠点の企画・運営、プロボノ、各種社会貢献活動、金融経済教育の企画・推進 等

④SMBC TOKYO SOLUAの所管・運営

✓ 女子バスケットボール部「SMBC TOKYO SOLUA」のWリーグ参戦準備 等

【略歴】

⚫ 1998年に住友銀行（現三井住友銀行）入行

⚫ 米州での業務を挟み、計16年間、経営企画部にて経営管理、経営企画業務に従事

⚫ 2022年1月～2023年3月には現中期経営計画を策定するプロジェクトチームのヘッドを務め、
2023年10月、社会的価値創造推進部の新設に伴い、現職に就任
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1. 従来の産学連携と新しい産学連携

【従来の産学連携】

⚫ 特定領域でテーマを設定

⚫ 大学と個別企業との1on1

⚫ 研究者が研究・開発、企業が
事業開発・社会実装という
役割分担

⚫ 利益も二者のもの

【新しい産学連携】

⚫ 社会課題を起点にテーマを設定

⚫ オープンイノベーション

⚫ 共同で研究、発信、社会実装

⚫ 利益は必ずしも二者だけのものと
限らず（社会・地域のもの等）
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2. 大学との取引における金融の役割

【従来の役割】

⚫ 資金調達、資金運用の支援

⚫ 金融経済教育等の提供

⚫ 学生の採用・就職での連携

【これからの役割】

⚫ 大学の変革を支える

⚫ 大学と各ステークホルダーを繋ぐ

⚫ 次代を担う学生、研究者を応援する

➢ 地域や社会の成長に貢献

➢ 地域をリードする産業の強化・拡大に貢献

➢ 地域や社会と繋がり、教育・研究とビジネスを多角的に動かす人材育成に貢献

※ 社会全体的な動きの拡がり、認知度向上が必要
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3. SMBCグループにおける新しい大学連携・大学支援の事例

（1）筑波大学との包括的連携

金融と知の融合資産活用・事業高度化人材育成・ウェルネス向上

財政基盤強化を含む
大学経営の高度化

新しい共同研究・
事業化システムの開発

教育・研究・ビジネスを
多角的に動かす人材
育成

スポーツの活性化と
関連領域の取組強化

インクルーシブ教育の
推進

■外部資金の獲得

■資産の有効活用

■スタートアップ・大学発ベンチャーの
成長支援

■スタートアップエコシステムの構築

■共同研究・事業化を支援する
人材開発・人材交流

■大学経営・ファイナンスを担う人材
育成

■大学研究・技術シーズをビジネス
展開できる”目利き人材“共同育成

■アスリートのセカンドキャリア支援
プログラムの開発

■インクルーシブ教育プログラム開発

■海外大学等と連携し留学生支援

■大学の財務基盤の強化

■資産運用の高度化

■大学業務のDX化

■大学の研究・技術シーズと企業等
のニーズのマッチングシステム開発

■大学スポーツ・企業スポーツ
支援策開発

■スポーツ科学・技術の研究・活用

■普通学校と特別支援学校の
一体的な運営モデルの高度化

■初等から高等教育にわたる
金融経済教育等の実践

■学内キャッシュレス化と情報
活用による学生等のウェルネス向上

これらの取組を地域へ、全国へ展開

⚫ 筑波大学が、サステナブルで競争力のある運営基盤の確立に向けた経営の変革に取組み、SMBCグループが、
筑波大学の変革のパートナーとして、他大学や地域に横展開出来るような、多岐に亘る共創を進めていく

（※ 2024.8.1公表時資料より抜粋）【公表時点での検討テーマ】
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（2）SMBC京大スタジオ（京都大学）における連携

⚫ 京都大学内に「SMBC京大スタジオ」を設置。社会課題を起点に研究テーマを設定し、京都大学の研究者と
SMBCグループの日本総合研究所の研究員が学際的な共同研究を行い、人々の意識や行動を変えて
いくための発信、事業創出に取組んでいく

（※ 「SMBC京大スタジオ」ホームページより抜粋）【公表時点での研究テーマ】
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NPO法人

財団

大学等

（3）東京大学「フィールドスタディ型政策協働プログラム」の支援
（4）フィランソロピー・アドバイザリー・サービス

⚫ 東京大学の持つ多様なアセットを還元化する仕組みの構築と、その価値の社会への還元、及びそれを通じた
「日本の再成長」をリードし先鞭をつける動きに取組んでいく

【フィールドスタディ型政策協働プログラム】 【フィランソロピー・アドバイザリー・サービス】

実践的に政策立案・実行できる
リーダー人材を育成

 フィールドスタディ型政策協働
プログラムにおける受け入れ
自治体の紹介等で連携

東京大学と連携し、
大学への紹介スキーム
を構築

富裕層の資金が、大学を
通じて社会課題解決へと
繋がる取組を加速

フィランソロピーアドバイザリーサービスとは

SMBCグループ

ハウスビュー
想いの具現化・
社会課題の特定

1

SMBCグループ財団
財団設立支援・財団運営

2

寄付先紹介サービス
寄付先調査・紹介

3

お客さま

サービス
提供

寄付・
投資等

（※ 2025.4.17公表時資料より抜粋・一部加工）
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（5）大学スポーツ応援プログラム「シャカカチ BOON BOON PROJECT」

⚫ 大学の運動部・体育会に所属する学生の「学業」と「スポーツ」の両立を支援し、競技力向上と挑戦の機会
拡大、学業・研究への集中、地域貢献等に取組むプログラム（原則4年間支援）。
初年度となった2024年度は、270団体より応募あり、22の支援団体を採択。本年度も新規募集予定

https://www.smfg.co.jp/sustainability/sk-collegesports/

https://www.smfg.co.jp/sustainability/sk-collegesports/
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（6）大学研究者支援プログラム「シャカカチ RISE PROJECT」

⚫ 大学等の研究者が中長期的な時間軸で研究に集中できる環境を作り、日本の研究者の競争力強化、
社会課題の解決の加速、ひいては日本の再成長に繋がるよう、大学等研究者の研究活動支援を開始。
研究の事業化支援や金融経済教育の提供等もあわせて実施。初回は、本年7/15を期限に応募受付中

https://www.smfg.co.jp/sustainability/sk-academic-research/pdf/rise_project.pdf

https://www.smfg.co.jp/sustainability/sk-academic-research/pdf/rise_project.pdf
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（参考2）こどもの教育・体験・挑戦機会の提供

⚫ SMBCグループでは、社会的価値の創造に向けた取組みの一つとして、こどもの教育・挑戦機会や、こどもの
居場所・体験の場の提供を、パートナー企業・団体とともに実施

こどもの教育・挑戦機会の提供 こどもの居場所・体験の場の創設

チャンス・フォー・チルドレンとの協働事業～CHANCE!～ アトリエ・バンライ-ITABASHI-

少子高齢化に伴う
家族形態の変化

＜背景＞

⚫ 銀行の遊休店舗にこどもの居場所・
体験の場を開設

放課後や長期休暇期間中の
居場所がない

⚫ 教育格差解消に取り組む自治体への支援を開始し、第一弾と
して、鎌倉市との取組を実施

SMBC
グループ

資金支援

3億円

人材派遣

クーポン
提供

累計

約800名

学習塾

習い事

＜体験できること＞

約4000冊の
蔵書

こども食堂企業・団体の
プログラム

地域のつながり
の希薄化

⚫ こどもの教育格差事業「CHANCE!」を立ち上げ

⚫ 資金支援や、同団体への人材派遣
を通じ、こどもの教育・挑戦機会の
提供に貢献

＜SMBCグループ・スタディクーポン事業＞

＜自治体への支援＞
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（参考3）SMBCグループの金融経済教育

⚫ SMBCグループ各社が有する知識やノウハウを活かした金融経済教育を幅広い世代に提供。
直近5年間の累計受講者数は140万人超

SMBCグループの金融経済教育 コンテンツの高度化

若者の金融トラブル
増加懸念

高校での資産形成の
授業必修化

資産形成の重要性
の高まり

学生

社会人

政府の
「資産運用立国」推進

業界No.1の実績・ノウハウを活かし、活動を拡充していく

官民連携の取組

累計受講者数

140万人超
（FY20-24）

オンラインゲーム教材
“クエスト・オブ・ファイナンス”

体験型プログラム“夢のプランニングLABO”

一般社団法人 金融財政事情研究会

金融リテラシー検定
（FY24）

創設に企画協力

合格者数

約 4.7万人

⚫ J-FLECと連携し、官民初の
共催イベントを実施

⚫ 金融庁・東京都の
共催イベントへ協力

FY20 FY24 FY29

目標150万人

… …

⚫ さまざまな背景から学生・社会人それぞれに対する、
金融経済教育の必要性・重要性の高まり
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